１　知っておきたい契約の基礎知識
（１）消費者と事業者
　　　私たちは，日々の生活の中で，食事や習い事をしたり，ショッピングやレジャーを楽しんだりします。これらの活動は，商品を購入したり，サービスの提供を受けているという意味で，「消費活動」であり，このような活動をする人を，「消費者」といいます。
全ての人は「消費者」であり，一生を通じて，「消費者」であり続けます。
　　　一方で，私たち「消費者」に，商品やサービスを提供する事業をしている人のことを「事業者」といいます。事業者は，会社の場合も，個人営業の場合もあります。

（２）契約とは
　　　私たちは，毎日の生活の中で，必要なものを購入し，使用したりしています。特に，意識はしていなくても，このような日常生活の営みのほとんどは，契約することによって行われています。
　　　契約とは，単なる約束とは異なり，「法的な権利と義務を伴う約束」をいいます。
　　（例）
　　　　車を買う　　　　　部屋を借りる　　　　　就職する　　　　　　乗り物に乗る
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　　　 売買契約　　　　　　賃貸借契約　　　　　　雇用契約　　　　　　旅客運送契約
　
[image: 口約束]（３）契約の原則と問題点
　　　契約は，当事者双方の意思の合致，すなわち，合意があれば口約束でも成立します。
　　　事業者と消費者との契約など，私人同士の契約については，民法などの法律で定められています。
民法上は，消費者と事業者との関係は対等とされています。
消費者は，事業者との間で，当事者同士の自由な意思に基づいて契約をすることができます。
そして，消費者は自分の意思に基づいてした契約によって，事業者から商品やサービスの提供を受け，一方で事業者への代金支払い等の義務を負うことになります。これが契約の原則です。
しかし，例えば， 
　　ア　街で声をかけられて店に連れて行かれ，高額な化粧品を購入する契約をしてしまった。
　　イ　自宅にセールスマンが訪問してきて，「要らない」と言っているのに居座られ，困ってしまい布団を購入する契約をしてしまった。
　　ウ　認知症の高齢者が高額な商品を契約し，生活に困っている。
[bookmark: _GoBack]　　　などのような場合まで原則どおりとすると，消費者の財産や権利を著しく害する結果となってしまいます。


（４）消費者と事業者の間の格差
法律上，消費者と事業者との関係は対等とされていますが，実際の社会では，消費者と事業者との間には，次のような大きな格差があります。
・　情報の質・量の格差
商品やサービスの性能や価格，商品やサービスが本当に必要か否かを判断する能力，契約条件に関する情報についての格差。
・　交渉力の格差
巧みなセールストーク，強引・脅迫的な売り込み等の勧誘する力の格差，及び裁判となった場合の資金力，法律知識などの格差。

（５）消費者問題
消費者は，事業者から商品やサービスの提供を受ける際に，その十分な情報を把握できなかったり，事業者の巧みな勧誘に乗ってしまったりする中で，通常であれば必要としないような商品やサービスの提供を受ける契約をしてしまうことがあり，その結果，私たち消費者の財産や権利が侵害されてしまうことがあります。
このような，消費者が事業者から提供を受ける商品・サービス及びその契約をめぐって生じるトラブルを総称して「消費者問題」と言います。
この消費者問題に関しては，消費者の権利の尊重と自立の支援を図る必要があることから，様々な法律やルールが整備されています。
消費者基本法，特定商取引に関する法律（クーリング・オフ制度や中途解約制度，事業者に対する規制），消費者契約法（契約取消権）などがそれにあたります。
一方，消費者も，進んで消費生活に関する知識を習得し，自主的かつ合理的に行動するよう努めることなどが求められています。
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